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新 潟 県 津 南 町

地域おこし協力隊
　サポーター誕生！

ご
相
談
く
だ
さ
い

　

地
域
お
こ
し
の
こ
と

　
　
　
　

協
力
隊
の
こ
と
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features

　

７
月
19
日
㈯
よ
り
、
大
地
の
芸
術
祭 

「
越

後
妻
有 

２
０
２
５ 

夏
秋
」 

が
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。
町
内
の
小
中
学
生
に
は
、
作
品
を

お
得
に
鑑
賞
で
き
る
共
通
チ
ケ
ッ
ト
を
配
布

し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
家
族
み
ん

な
で
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

■
会　

期　

７
月
19
日
㈯
～
11
月
９
日
㈰

■
休
館
日

　

火
・
水
曜
日
定
休
（
祝
日
を
除
く
）

　

※
８
月
12
日
㈫
・
13
日
㈬
は
、
開
館
施
設

　
　

あ
り

■
開
館
時
間

　

午
前
10
時
～
午
後
５
時

　
（
10
月
か
ら
午
後
４
時
閉
館
）

　

※
施
設
に
よ
り
異
な
る

　

公
開
作
品
に
つ
い
て
は
、
左

記
２
次
元
コ
ー
ド
よ
り
、
大
地

の
芸
術
祭
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

大地の芸術祭「越後妻有 2025 夏秋」スタート

暑
い
夏
、

家
族
で
ア
ー
ト
を
楽
し
も
う
！

※町内在住の小中学生でチケットを受け取っ
ていないかたは、津南町観光協会までお越
しください。

共通チケット
券　種 価　格
一　般 2,500 円

小中学生 1,000 円

小学生未満 無　料

12

14

どの子もみんなつなんの子

保険証のお知らせ

04 【特集】
地域と協力隊をつなぐ新たな力　
地域おこし協力隊サポーター誕生！
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3 広報 令和７年７月号

 「地域全体を病院に」
　 第１回つなん健康くらぶ

— ５月30日　文化センター和室 —

 津南町を守る新たな消防車を導入
— ６月11日　十日町地域消防署南分署 —

 ANAC×AirJapan×津南町プロジェクト
— ６月10日　津南町内 —

　南分署はこれまで使用していた消防車の老朽化に伴
い、新たな消防車の導入を行いました。
　新たな車両は軽量かつ耐久性が高く、近年の多様化
する災害に対応するためのさまざまな資機材を収納す
ることが可能になりました。

　ANAC（ANA ケータリングサービス）取締役総料理長の
清水氏が津南町の食材を使ったメニューを考案し、地
元の飲食店や宿泊施設関係者に提供するプロジェクト
がスタートしました。
　清水氏が食材を選んだり、メニューを開発する様子
は映像化され、AirJapan の機内上映や SNS などで発信
されます。

↑新しい消防車と共に訓練を行う消防士の皆さん

↑津南のアスパラを手にする ANAC の清水氏（写真中央）と
　AirJapan の峯口氏（写真右）と桑原町長（写真左）

↑参加者の前で説明を行う千手先生

　津南病院・総合診療科の千手孝太郎先生が主催し、
町医療の課題や目指すべき将来像について参加者と語
り合う「つなん健康くらぶ」の第１回目が開催されま
した。
　会の中で千手先生は「地域全体を病院と考えて、自
宅などでも治療を受けられる『地域包括ケア』を目指
したい」と熱く語っていました。



広報 4令和７年７月号

津
南
町
の

地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
は

　
　
　
　

こ
れ
ま
で
18
人

み
な
さ
ん
の

 

「
も
っ
と
」
に
応
え
た
い

　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
は
、
都
市
部
か
ら
地

方
に
移
住
し
た
か
た
が
、
地
域
活
性
化
や
課

題
解
決
の
た
め
に
一
定
期
間
活
動
す
る
制
度

で
す
。

　

津
南
町
に
初
め
て
地
域
お
こ
し
協
力
隊
が

着
任
し
た
の
は
平
成
25
年
。

　

そ
れ
か
ら
令
和
７
年
７
月
現
在
ま
で
の
約

13
年
間
に
、
総
勢
18
人
の
か
た
が
地
域
お
こ

し
協
力
隊
と
し
て
着
任
し
ま
し
た
。

　

彼
ら
の
活
動

は
、
地
域
お
こ

し
の
た
め
の
さ

ま
ざ
ま
な
ア
イ

デ
ア
や
活
力

を
、
津
南
町
に

も
た
ら
し
て
く

れ
ま
し
た
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
「
も
っ
と
」
に
応
え
る
た
め

に
、
津
南
町
で
は
新
た
に
地
域
お
こ
し
協
力

隊
サ
ポ
ー
タ
ー
が
着
任
し
ま
し
た
。

地
域
と
協
力
隊
を
つ
な
ぐ
新
た
な
力

地
域
お
こ
し
協
力
隊
サ
ポ
ー
タ
ー
誕
生
！

協力隊に来てほしい！
もっといろんな活動を
してほしい！

早く地域の一員に
なりたい！

もっと地域を知りたい！

特 
集
Topic

協力隊 地域・町



5 広報 令和７年７月号

サ
ポ
ー
タ
ー
事
務
所
を

　
　
　

開
設
し
ま
し
た
！

　

長
井
さ
ん
は
地
域
お
こ
し
協
力
隊

と
し
て
秋
山
郷
地
域
を
中
心
に
４
年

間
活
動
し
ま
し
た
。

　

任
期
中
に
は
「
移
住
体
験
ツ
ア
ー
」

や
「
た
ま
り
ば
つ
な
ん
」
と
い
っ
た

イ
ベ
ン
ト
の
企
画
・
運
営
な
ど
に
携

・
協
力
隊
員
の
町
内
外
に
対
す
る
広
報
活
動

・
応
募
が
来
や
す
い
協
力
隊
募
集
方
法
を

　

検
討
・
提
案

・
協
力
隊
受
入
体
制
の
整
備

・
悩
み
や
ト
ラ
ブ
ル
等
が
生
じ
た
際
の

　

相
談
役　

　
　

…
な
ど

　

旧
「
蔵
カ
フ
ェ
」
を
事
務
所
と
し
て
活
動

し
ま
す
。

　

協
力
隊
に
関
す
る
ご
連
絡
や
ち
ょ
っ
と
し

た
ご
相
談
ま
で
、
お
気
軽
に
お
立
ち
寄
り
く

だ
さ
い
！

【
お
問
い
合
わ
せ
】

・
地
域
お
こ
し
協
力
隊
サ
ポ
ー
タ
ー

　

℡
０
８
０
‐
２
４
５
５
‐
３
４
５
８

　

メ
ー
ル

　

tsunan.kyoryokutai@
gm

ail.com

・
総
務
課　

企
画
財
政
班

　

℡
７
６
５
‐
３
１
１
２

わ
り
、
津
南
町
の
盛
り
上
げ
に
尽
力

さ
れ
ま
し
た
。　

　

そ
の
経
験
を
活
か
し
、
地
域
と
協

力
隊
員
の
つ
な
ぎ
役
と
な
る
た
め
、

７
月
か
ら
地
域
お
こ
し
協
力
隊
サ

ポ
ー
タ
ー
に
着
任
し
ま
し
た
。

・
出
身　

埼
玉
県
川
越
市

・
協
力
隊
歴　

　

令
和
３
年
７
月
か
ら

　

令
和
７
年
６
月
ま
で

・
趣
味　

歌
う
こ
と

・
津
南
の
好
き
な
と
こ
ろ
　

　

人
！
空
気
！
秋
山
郷
！

地
域
お
こ
し
協
力
隊

　
　
　
　

サ
ポ
ー
タ
ー

長
な

が

井い 
惇

あ

つ

子こ

N
a
g
a
i
 
A
t
s
u
k
o

サ
ポ
ー
タ
ー
っ
て

　
　

  

な
に
を
す
る
の
？

地域おこし協力隊に関する
すべての相談・連絡の窓口になります。

サポーター

地　域 隊　員

役　場
協力隊
OB・OG

（参考事例として）

特集 地域おこしサポーター誕生！



広報 6令和７年７月号

か
わ
ら
ば
ん

暮らしの
情報満載

見
て
・
知
っ
て
・
得
を
す
る

く
ら
し

　

ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
・
ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
と
は
援

助
が
必
要
な
か
た
の
た
め
の
マ
ー
ク
で
す
。

　

ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
は
、
義
足
や
人
工
関
節
を

使
用
し
て
い
る
か
た
、
内
部
障
害
や
難
病
の

か
た
、
妊
娠
初
期
の
か
た
、
発
達
障
害
の
か

た
な
ど
援
助
や
配
慮
を
必
要
と
し
て
い
る
こ

と
が
外
見
か
ら
は
分
か
ら
な
い
か
た
が
、
周

囲
の
か
た
に
配
慮
を
必
要
と
し
て
い
る
こ
と

を
知
ら
せ
る
こ
と
で
、
援
助
が
得
や
す
く
な

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
は
、
障
害
の
あ
る
か
た
な

ど
が
携
帯
し
、
困
っ
た
と
き
に
周
囲
に
助
け

を
求
め
お
願
い
す
る
カ
ー
ド
で
す
。

　

ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
を
見
か
け
た
と
き
は
、
電

車
や
バ
ス
内
で
は
席
を
お
譲
り
い
た
だ
き
、

思
い
や
り
の
行
動
を
お
願
い
し
ま
す
。
困
っ
て

い
る
様
子
で
あ
れ
ば
声
を
か
け
て
い
た
だ
き
、

災
害
時
は
避
難
支
援
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　

障
害
へ
の
理
解
促
進
と
共
生
社
会
の
実
現

を
目
指
し
て
、
７
月
20
日
は
「
ヘ
ル
プ
マ
ー

　

児
童
扶
養
手
当
と
は
、
ひ
と
り
親
家
庭
な

ど
の
児
童
が
健
や
か
に
育
つ
よ
う
、
生
活
の

安
定
と
自
立
促
進
の
た
め
に
支
給
す
る
手
当

で
す
。

ヘ
ル
プ
マ
ー
ク・ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
を

知
っ
て
い
ま
す
か
？

ご
存
じ
で
す
か
？

児
童
扶
養
手
当
に
つ
い
て　

ク
の
日
」
と
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
・
カ
ー
ド
を
必
要
と
さ
れ

る
か
た
は
、 

福
祉
保
健
課 

福
祉
班
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
配
布
は
無
料
で
障
害

者
手
帳
の
有
無
は
問
い
ま
せ
ん
。
簡
単
な
ア

ン
ケ
ー
ト
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

福
祉
保
健
課　

福
祉
班

　

℡
７
６
５
‐
３
１
１
４

■
支
給
対
象
者

　

手
当
の
対
象
児
童
（
18
歳
に
達
す
る
日
以
降

の
最
初
の
３
月
31
日
ま
で
の
間
に
あ
る
児
童
）
が

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
こ
と
が
必
要

で
す
。

⑴
父
母
が
婚
姻
を
解
消
し
た
児
童
（
離
婚
）

⑵
父
又
は
母
が
死
亡
し
た
児
童
（
死
亡
）

⑶
父
又
は
母
が
政
令
で
定
め
る
重
度
の
障
害

の
状
態
（
障
害
年
金
１
級
程
度
）
に
あ
る
児

童
（
障
害
）

⑷
父
又
は
母
の
生
死
が
明
ら
か
で
な
い
児
童

（
生
死
不
明
）

⑸
父
又
は
母
に
引
き
続
き
１
年
以
上
遺
棄
さ

れ
て
い
る
児
童
（
遺
棄
）

⑹
父
又
は
母
が
裁
判
所
か
ら
の
Ｄ
Ｖ
保
護
命

令
を
受
け
た
児
童
（
保
護
命
令
）

⑺
父
又
は
母
が
引
き
続
き
１
年
以
上
拘
禁
さ

れ
て
い
る
児
童
（
拘
禁
）

⑻
母
が
婚
姻
に
よ
ら
な
い
で
生
ま
れ
た
児
童

（
未
婚
）

　

た
だ
し
、
次
の
よ
う
な
場
合
に
は
受
給
で

き
ま
せ
ん
。

⑴
手
当
を
受
け
よ
う
と
す
る
人
、
対
象
と
な

る
児
童
が
日
本
国
内
に
住
所
を
有
し
な
い

場
合

⑵
父
又
は
母
に
つ
い
て
、
婚
姻
の
届
出
が
無

く
て
も
事
実
上
の
婚
姻
関
係
が
あ
る
場
合

⑶
児
童
が
児
童
福
祉
施
設
な
ど
に
入
所
し
て

い
る
場
合

⑷
児
童
が
里
親
に
委
託
さ
れ
て
い
る
場
合

■
所
得
に
よ
る
支
給
制
限

　

受
給
者
及
び
扶
養
義
務
者
（
受
給
者
と
生
計

を
同
じ
く
し
て
い
る
受
給
者
の
直
系
血
族
及
び
兄

弟
姉
妹
等
）
の
所
得
額
に
よ
っ
て
手
当
額
が

決
ま
り
ま
す
。
所
得
制
限
限
度
額
以
上
で
あ

る
場
合
は
、
手
当
の
一
部
ま
た
は
全
額
が
支

給
さ
れ
ま
せ
ん
。（
詳
細
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。）

■
申
請
手
続
き

　

児
童
扶
養
手
当
の
認
定
を
受
け
る
た
め
に

は
、
申
請
手
続
き
が
必
要
で
す
。
福
祉
保
健

課
福
祉
班
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
現
況
届
に
つ
い
て

　

申
請
が
認
定
さ
れ
た
か
た
は
、
毎
年
８
月

に
受
給
資
格
を
確
認
す
る
た
め
、
現
況
届
の

提
出
が
必
用
で
す
。
７
月
下
旬
頃
、
受
給
資

格
者
全
員
へ
届
出
用
紙
を
送
付
し
ま
す
の

で
、
必
要
書
類
を
添
付
し
て
期
限
ま
で
に
ご

提
出
く
だ
さ
い
。

左  ヘルプカード、右 ヘルプマーク 

■
児
童
扶
養
手
当
の
額

区分 児童１人目 児童２人目以降
（１人につき）

手
当
月
額

全部支給 46,690 円 +11,030 円

一部支給

46,680 円～
11,010 円

（所得に応じて
決定）

+11,020 円～
5,520 円

（所得に応じて
決定）



7 広報 令和７年７月号

　

特
別
児
童
扶
養
手
当
と
は
、
心
身
に
一
定

の
障
害
（
身
体
・
知
的
・
精
神
）
の
あ
る
20
歳

未
満
の
児
童
を
家
庭
で
監
護
、
養
育
し
て
い

る
か
た
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

　

た
だ
し
、
そ
の
場
合
で
あ
っ
て
も
次
の
よ

う
な
と
き
は
、
手
当
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
。

・
対
象
児
童
が
、
児
童
福
祉
施
設
な
ど
に
入

所
し
て
い
る
と
き

・
対
象
児
童
が
、
障
害
に
よ
り
公
的
年
金
給

付
を
受
け
ら
れ
る
と
き

・
対
象
児
童
又
は
手
当
を
受
け
て
い
る
父
母

（
養
育
者
）
が
、
日
本
国
内
に
い
な
い
と
き

■
特
別
児
童
扶
養
手
当
の
額
（
月
額
）

　

手
当
は
児
童
の
障
害
の
程
度
に
応
じ
て

「
１
級
」
ま
た
は
「
２
級
」
と
し
て
認
定
さ

れ
ま
す
。

・
１
級　

５
６
，
８
０
０
円

・
２
級　

３
７
，
８
３
０
円

※
た
だ
し
、
受
給
資
格
者
や
世
帯
員
の
所
得

が
一
定
以
上
の
場
合
は
、
所
得
制
限
に
よ
り

手
当
が
受
け
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
申
請
手
続
き

　

手
当
を
受
け
る
た
め
に
は
、
申
請
手
続
き

が
必
要
で
す
。
福
祉
保
健
課
福
祉
班
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

「
急
が
ず
に  

暑
い
夏
こ
そ  

ゆ
ず
り
愛
（
あ
い
）」

　

夏
は
こ
ど
も
た
ち
や
若
者
の
解
放
感
か
ら

起
こ
る
事
故
や
、
レ
ジ
ャ
ー
に
よ
る
疲
労
運

転
等
か
ら
起
こ
る
事
故
の
発
生
が
懸
念
さ
れ

ま
す
。

　
「
事
故
を
起
こ
さ
な
い
」「
事
故
に
遭
わ
な

い
」
た
め
に
、
こ
の
期
間
中
に
正
し
い
交
通

マ
ナ
ー
習
慣
を
身
に
つ
け
、
事
故
防
止
に
努

め
ま
し
ょ
う
。

■
運
動
期
間　

　

７
月
22
日
㈫
か
ら
７
月
31
日
㈭

「
こ
ど
も
の
人
権
相
談
」強
化
週
間

～
あ
な
た
の
な
や
み
を
聞
か
せ
て
ね
～

特
別
児
童
扶
養
手
当
に
つ
い
て

夏
の
交
通
事
故
防
止
運
動

　

新
潟
県
は
、
環
境
と
調
和
し
た
持
続
的
な

農
業
生
産
を
拡
大
す
る
取
組
に
つ
い
て
支
援

す
る
こ
と
と
し
て
お
り
、
事
業
申
請
を
す
る

に
あ
た
り
要
望
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

　

新
潟
地
方
法
務
局
お
よ
び
新
潟
県
人
権
擁

護
委
員
連
合
会
で
は
、
８
月
27
日
㈬
か
ら
９

月
２
日
㈫
ま
で
を
全
国
一
斉
「
こ
ど
も
の
人

権
相
談
」
強
化
週
間
と
し
て
、
法
務
局
職
員

ま
た
は
人
権
擁
護
委
員
が
こ
ど
も
の
人
権
に

関
す
る
電
話
お
よ
び
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
相
談
を
受
け

新
潟
県
み
ど
り
計
画
実
践
加
速
化

支
援
事
業
に
係
る
要
望
調
査
に
つ
い
て

■
お
問
い
合
わ
せ

　

福
祉
保
健
課　

福
祉
班

　

℡
７
６
５
‐
３
１
１
４

■
所
得
状
況
届
に
つ
い
て

　

申
請
が
認
定
さ
れ
た
か
た
は
、
毎
年
８
月

に
受
給
資
格
を
確
認
す
る
た
め
、
所
得
状
況

届
の
提
出
が
必
要
で
す
。
８
月
上
旬
頃
、
受

給
資
格
者
全
員
へ
届
出
用
紙
を
送
付
し
ま
す

の
で
、
必
要
書
類
を
添
付
し
て
期
限
ま
で
に

ご
提
出
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

福
祉
保
健
課　

福
祉
班

　

℡
７
６
５
‐
３
１
１
４

友だち追加は
こちらから

■
支
援
内
容

　

化
学
肥
料
か
ら
有
機
質
資
材
等
へ
転
換
す

る
な
ど
、
販
売
農
家
が
特
別
栽
培
農
産
物
等

の
生
産
拡
大
に
要
す
る
掛
か
り
増
し
経
費
に

つ
い
て
、拡
大
面
積
に
応
じ
て
支
援
し
ま
す
。

■
支
援
対
象
と
な
る
取
組

・
令
和
７
年
産
の
特
別
栽
培
農
産
物
等
の
作

付
面
積
を
、
６
年
産
よ
り
１
ａ
以
上
拡
大

す
る
こ
と

・
令
和
８
年
産
の
特
別
栽
培
農
産
物
等
の
作

付
面
積
を
、
７
年
産
よ
り
１
ａ
以
上
拡
大

す
る
こ
と

■
助
成
単
価

　

10
ａ
あ
た
り
７
，
５
０
０
円
の
助
成
単
価

　

で
支
援

※
全
県
で
申
請
総
額
が
県
の
予
算
額
を
上
回

る
場
合
、
助
成
単
価
を
調
整
し
ま
す
。

■
要
望
調
査
期
限

　

８
月
29
日
㈮
ま
で

■
お
問
い
合
わ
せ
・
要
望
等
相
談
先

　

農
林
振
興
課　

農
林
班

　

℡
７
６
５
‐
３
１
１
５

付
け
ま
す
。
左
記
の
と
お
り
土
・
日
曜
日
も

相
談
に
応
じ
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
相
談
内
容

い
じ
め
・
児
童
虐
待
な
ど
こ
ど
も
の
人
権

に
関
す
る
こ
と

■
電
話
番
号

　

℡
０
１
２
０
‐
０
０
７
‐
１
１
０

　
（
全
国
共
通
・
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

　

※
Ｉ
Ｐ
電
話
か
ら
は
接
続
で
き
ま
せ
ん
。

■
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

　

ア
カ
ウ
ン
ト
名

　
　
「
法
務
局
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
じ
ん
け
ん
相
談
」

　

検
索
Ｉ
Ｄ

　
「
＠linejinkensoudan

」

　
■
相
談
時
間

・
８
月
27
日
㈬
か
ら
８
月
29
日
㈮

　
　
　
　
　

午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
７
時

・
８
月
30
日
㈯
か
ら
８
月
31
日
㈰

　
　
　
　
　
　
　

午
前
10
時
か
ら
午
後
５
時

・
９
月
１
日
㈪
か
ら
９
月
２
日
㈫

　
　
　
　
　

午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
７
時

※
通
常
は
、
平
日
午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後

５
時
15
分

■
お
問
い
合
わ
せ

　

新
潟
地
方
法
務
局
十
日
町
支
局

　

℡
０
２
５
‐
７
５
２
‐
２
５
７
５
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・
前
年
分
の
夫
婦
の
所
得
合
計
額
が

５
０
０
万
円
未
満
で
あ
る
こ
と
。

・
過
去
に
こ
の
要
綱
に
よ
る
補
助
金
ま
た
は

他
市
町
村
に
お
い
て
同
様
の
補
助
金
の
交

付
を
受
け
た
こ
と
が
な
い
こ
と
。

・
夫
婦
が
津
南
町
の
町
税
等
を
滞
納
し
て
い

な
い
こ
と
。

※
同
一
人
同
士
が
再
婚
し
た
場
合
を
除
く
。

■
対
象
経
費

　

住
居
費
、
住
宅
改
修
費
、
引
越
し
費
用
等

■
補
助
金
額

・
夫
婦
共
に
婚
姻
日
に
お
け
る
年
齢
が
29
歳

以
下
の
世
帯　

60
万
円

・
右
記
以
外　

30
万
円

■
お
問
い
合
わ
せ

　

総
務
課　

企
画
財
政
班

　

℡
７
６
５
‐
３
１
１
２

懐
か
し
の
あ
の
料
理
、教
え
ま
す

郷
土
料
理
教
室
参
加
者
募
集
！

　

町
公
民
館
で
は
、「
郷
土
料
理
教
室
」
を

開
催
し
ま
す
。
対
象
者
は
老
若
男
女
、
町
内

　

令
和
６
年
中
の
十
日
町
市
・
津
南
町
に
お

け
る
救
急
車
の
出
動
件
数
は
従
来
を
大
幅
に

上
回
る
３
，
７
０
０
件
弱
と
な
り
、
本
年
は

さ
ら
に
増
加
の
見
込
み
で
す
。
こ
れ
か
ら
の

暑
い
時
期
に
は
、
全
国
的
に
も
熱
中
症
関
連

の
救
急
事
案
が
多
く
な
り
ま
す
。
熱
中
症
予

防
を
心
掛
け
、
健
康
で
充
実
し
た
生
活
を
送

り
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
救
急
車
は
緊
急
性
が
高
い
症
状
の

か
た
の
た
め
に
備
え
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
中

に
は
自
分
で
医
療
機
関
受
診
が
可
能
と
い
う

よ
う
な
事
例
も
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
必
要
な

か
た
へ
の
救
急
対
応
が
遅
れ
る
こ
と
が
な
い

よ
う
、
改
め
て
住
民
の
か
た
が
た
の
ご
理
解

を
お
願
い
し
ま
す
。
救
急
車
を
呼
ぶ
か
迷
う

場
合
は
、
次
の
相
談
窓
口
や
携
帯
電
話
ア
プ

リ
な
ど
を
積
極
的
に
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

■
相
談
窓
口

　

新
潟
県
救
急
医
療
電
話
相
談

　

毎
日
午
後
６
時
か
ら
翌
午
前
８
時

　
　

℡
＃
７
１
１
９
（
15
歳
以
上
を
対
象
）

　
　
　

＃
８
０
０
０
（
15
歳
未
満
を
対
象
）

■
お
問
い
合
わ
せ

　

十
日
町
地
域
消
防
本
部
警
防
課
救
急
室

　

℡
０
２
５
‐
７
５
７
‐
１
５
５
８

　

中
学
生
が
、
毎
日
の
暮
ら
し
の
中
で
考
え

て
い
る
こ
と
や
感
銘
を
受
け
た
こ
と
、
心
か

ら
の
思
い
や
意
見
を
発
表
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、

聴
き
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

８
月
19
日
㈫

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
か
ら
４
時
30
分

■
会
場　

越
後
妻
有
文
化
ホ
ー
ル
・
十
日
町   

　
　
　
　

市
中
央
公
民
館
「
段
十
ろ
う
」

　
　
　
　
（
十
日
町
市
）

■
出
場
者　

郡
市
内
の
各
中
学
校
代
表
生
徒

　
　
　
　
　

12
人

■
入
場
料　

無
料

■
お
問
い
合
わ
せ

　

新
潟
県
十
日
町
地
域
振
興
局
健
康
福
祉
部

　

地
域
保
健
課　

　

℡
０
２
５
‐
７
５
７
‐
２
４
０
１

　

近
年
の
情
報
化
、
消
費
社
会
化
が
進
む
中

で
、
家
庭
・
学
校
・
地
域
に
お
い
て
青
少
年

を
取
り
巻
く
環
境
が
変
化
し
て
き
て
い
ま

す
。
国
と
新
潟
県
で
は
７
月
の
一
か
月
間
を

「
青
少
年
の
非
行
・
被
害
防
止
全
国
強
調
月

間
」
と
し
、
地
域
で
〝
は
ぐ
く
む
〟、
大
人

が
〝
見
守
る
〟
意
識
を
強
化
す
る
こ
と
と
し

て
い
ま
す
。

　

本
年
度
は
特
に
一
つ
の
最
重
点
課
題
と
、

そ
の
他
５
つ
の
重
点
課
題
に
取
り
組
む
月
間

と
し
て
い
ま
す
。
こ
の
機
会
に
青
少
年
の
非

行
・
被
害
防
止
と
健
全
育
成
、
ま
た
、
青
少

消
防
署
か
ら
救
急
車
適
正

利
用
に
つ
い
て
の
お
願
い

わ
た
し
の
主
張

十
日
町
・
中
魚
沼
地
区
大
会

７
月
は「
青
少
年
の
非
行
・
被
害

防
止
全
国
強
調
月
間
」で
す
！

　

町
で
は
今
年
度
新
た
に
「
津
南
町
結
婚
新

生
活
支
援
事
業
補
助
金
」を
創
設
し
ま
し
た
。

■
対
象
者

　

令
和
７
年
１
月
１
日
以
降
に
婚
姻
届
を
提

出
し
、
受
理
さ
れ
た
世
帯
で
、
次
の
条
件
に

該
当
す
る
世
帯
。

・
夫
婦
共
に
婚
姻
日
に
お
け
る
年
齢
が
39
歳

以
下
で
あ
る
こ
と

・
町
内
に
住
所
を
有
し
、
婚
姻
後
に
５
年
を
超

え
て
町
内
に
居
住
す
る
意
思
が
あ
る
こ
と

結
婚
さ
れ
る
夫
婦
を
支
援
し
ま
す

募
　
集

在
住
な
ら
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。
家

族
に
喜
ば
れ
る
料
理
で
す
の
で
、
お
気
軽
に

参
加
く
だ
さ
い
。

■
日
時
（
第
４
回
目
）

　

８
月
20
日
㈬　

午
後
７
時
か
ら
９
時

■
講
師　

津
南
町
生
活
改
善
グ
ル
ー
プ

■
内
容　

米
粉
と
長
い
も
の
蒸
し
パ
ン

■
参
加
費　

５
０
０
円

■
持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
・
三
角
巾
・
マ
ス
ク

■
場
所　

津
南
町
総
合
セ
ン
タ
ー　

調
理
室

■
参
加
申
込

　

８
月
13
日
㈬　

町
公
民
館
（
℡
７
６
５
‐

３
１
３
４
）
へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
そ
の
他

　

９
月
の
予
定
は
、
８
月
20
日
号
の
広
報
紙

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
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年
に
と
っ
て
有
害
な
社
会
環
境
に
つ
い
て
大

人
の
視
点
か
ら
見
つ
め
直
し
、
安
全
・
安
心

な
地
域
社
会
づ
く
り
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

■
最
重
点
課
題

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
に
お
け
る
こ
ど
も

　

の
犯
罪
被
害
等
の
防
止

■
５
つ
の
重
点
課
題

１
、
有
害
環
境
へ
の
適
切
な
対
応

２
、
薬
物
乱
用
対
策
の
推
進

３
、
不
良
行
為
及
び
初
発
型
非
行
等
の
防
止

４
、
再
非
行
（
犯
罪
）
の
防
止

５
、
重
大
な
い
じ
め
・
暴
力
行
為
等
の
問
題

　
　

行
動
へ
の
対
応　

※
詳
細
は
下
記
２
次
元

コ
ー
ド
よ
り
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

津
南
町
青
少
年
育
成
町
民
会
議　

事
務
局

　

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
班

　

℡
７
６
５
‐
３
１
３
４

子
育
て
支
援
住
宅
入
居
者
募
集

　

町
で
は
、
次
の
通
り
子
育
て
支
援
住
宅
の

入
居
者
を
募
集
し
ま
す
。
入
居
を
希
望
さ
れ

る
か
た
は
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

■
住
所

・
中
津
子
育
て
支
援
住
宅

　
　

中
深
見
乙
９
５
３
１

・
外
丸
子
育
て
支
援
住
宅

　
　

外
丸
丙
１
１
５
８
‐
９

　

町
で
は
、
次
の
通
り
特
定
公
共
賃
貸
住
宅

の
入
居
者
を
募
集
し
ま
す
。
入
居
を
希
望
さ

れ
る
か
た
は
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

【
正
面
住
宅
３
号
棟　

１
戸
】

■
構
造

　

平
成
10
年
建
設　

木
造
高
床
式
２
階
建

■
面
積
及
び
間
取
り

　

81
・
66
㎡
／
３
間
／
Ｌ
Ｄ
Ｋ
／
ト
イ
レ
／

　

浴
室

■
家
賃
（
敷
金
１
カ
月
分
）

　

１
カ
月　

５
万
円

■
入
居
資
格

①
原
則
と
し
て
同
居
親
族
が
あ
る
こ
と
。

②
原
則
と
し
て
所
得
が
１
か
月
15
万
８
千
円

以
上
60
万
１
千
円
未
満
で
あ
る
こ
と
。

③
現
に
住
宅
に
困
っ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か

な
こ
と
。

④
税
金
な
ど
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と
。

⑤
暴
力
団
員
で
は
な
い
こ
と
。

■
申
込
方
法

　
「
特
定
公
共
賃
貸
住
宅
入
居
申
込
書
」（
建

設
課
土
木
班
に
用
意
）
を
提
出
し
、
そ
の
場
で

担
当
職
員
と
面
接
。

■
申
込
期
間

　

７
月
23
日
㈬
か
ら

※
入
居
日
に
つ
い
て
は
面
談
時
に
相
談
し
て

く
だ
さ
い
。

■
選
考
方
法

　

選
考
委
員
の
意
見
を
聞
い
て
、
町
長
が
入

居
者
を
決
定
し
ま
す
。

　

町
で
は
、
次
の
と
お
り
町
営
住
宅
の
入
居

者
を
募
集
し
ま
す
。
入
居
を
希
望
さ
れ
る
か

た
は
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

【
美
雪
町  

２
戸
】

■
構
造

　

平
成
26
年
建
設　

木
造
２
階
建

■
面
積
及
び
間
取
り

　

79
㎡
／
２
間
（
洋
室
１
・
和
室
１
）
／

　

Ｄ
Ｋ
／
ト
イ
レ
／
浴
室

【
大
船
町
営
住
宅 

１
戸
】

■
構
造

　

平
成
29
年
建
設　

中
層
耐
火
４
階
建

■
面
積
及
び
間
取
り

　

69
㎡
／
３
間
（
洋
室
３
）
／
Ｄ
Ｋ
／

　

ト
イ
レ
／
浴
室

■
家
賃　

所
得
に
応
じ
て
設
定

■
敷
金　

１
か
月
分

■
入
居
資
格

①
原
則
と
し
て
同
居
親
族
が
あ
る
こ
と
。

②
世
帯
全
員
の
所
得
が
１
か
月
15
万
８
千
円

以
下
で
あ
る
こ
と
。

③
現
に
住
宅
に
困
っ
て
い
る
（
住
む
所
に
困
っ

て
い
る
）
こ
と
が
明
ら
か
な
こ
と
。

④
税
金
等
の
滞
納
が
な
い
こ
と
。

⑤
暴
力
団
員
で
な
い
こ
と
。

特
定
公
共
賃
貸
住
宅
入
居
者
募
集

町
営
住
宅
入
居
者
募
集

■
構
造
及
び
間
取
り

・
２
階
建　

木
造　

２
Ｄ
Ｋ

・
３
階
建　

木
造　

３
Ｄ
Ｋ

■
募
集
戸
数　

３
戸

■
家
賃
（
敷
金
２
カ
月
分
）

　

１
カ
月　

一
律
２
万
円

■
入
居
資
格

①
中
学
生
以
下
の
子
供
が
い
る
世
帯
ま
た
は

母
子
手
帳
の
交
付
を
受
け
た
世
帯
。

②
現
に
町
内
に
居
住
し
て
い
る
か
、
ま
た
は

津
南
町
に
定
住
を
希
望
し
、
入
居
後
速
や

か
に
子
育
て
支
援
住
宅
の
住
所
に
移
転
す

る
こ
と
が
で
き
る
も
の
。

③
配
偶
者
を
得
て
５
年
以
内
で
あ
り
、
合
計

年
齢
が
70
歳
以
下
の
子
の
な
い
世
帯

④
現
に
住
宅
に
困
っ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か

な
こ
と
。

⑤
税
金
な
ど
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と
。

⑥
暴
力
団
員
で
は
な
い
こ
と
。

■
申
込
方
法

　
「
子
育
て
支
援
住
宅
入
居
申
込
書
」（
建
設

課
土
木
班
に
用
意
）
を
提
出
し
、
そ
の
場
で
担

当
職
員
と
面
談
。

■
申
込
期
間　

令
和
７
年
７
月
23
日
㈬
か
ら

※
入
居
日
に
つ
い
て
は
面
談
時
に
相
談
し
て

く
だ
さ
い
。

■
選
考
方
法

　

選
考
委
員
の
意
見
を
聞
い
て
、
町
長
が
入

居
者
を
決
定
し
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

建
設
課　

土
木
班

　

℡
７
６
５
‐
３
１
１
６

■
お
問
い
合
わ
せ

　

建
設
課　

土
木
班

　

℡
７
６
５
‐
３
１
１
６
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広報 10令和７年７月号

　前月までに100日運動カードを提
出いただいたかたを、このコーナーで
ご紹介します（敬称略）

健康体力健康体力
づくりづくり 100日運動100日運動

 5000日 和久井かつ子（大割野）
 3100日 城澤作義（小下里）
 400日 桑原トミ（貝坂）

主な運動：テレビ体操、健骨体操、ラジオ体操他

＜実施された行事＞
〔6月〕
	 22日	 議会だんだんよくする住民懇談会
	 24日	 令和６年度事業成果巡視
	 	（産業建設常任委員会）
	 25日	 議会運営委員会
	 27日	 町教育委員会との懇談会
	 	（総文福祉常任委員会）
〔7月〕
	 4日	 議会運営委員会
	 4日	 全員協議会
	 4日	 広報特別委員会
	 11日	 十日町地域広域事務組合議会臨時会
	 	 （議長、組合議員）

	 11日	 臨時全員協議会
＜今後予定されている行事＞
〔7月〕
	 22日	 議会だんだんよくする住民懇談会
	 28日	 総文福祉常任委員会視察
	 	（妙高市）
	 29日	 新潟県町村議会議長会
	 	 全議員研修会

	 30日	 津南地域衛生施設組合議会定例会
	 	 （議長、組合議員）
〔8月〕
　	1日　昨年度主要事業現地監査
	 	（監査委員）
	 5日	 全員協議会
	 5日	 栄村議会との懇談会

　

国
民
年
金
の
第
一
号
被
保
険
者（
自

営
業
者
等
）
な
ら
び
に
任
意
加
入
被
保

険
者
が
定
額
保
険
料
に
付
加
保
険
料

（
月
額
４
０
０
円
）
を
上
乗
せ
し
て
納
め

る
こ
と
で
、
老
齢
基
礎
年
金
に
上
乗

せ
さ
れ
る
も
の
を
付
加
年
金
と
言
い

ま
す
。

　

受
給
時
の
付
加
年
金
額（
年
額
）は
、

「
２
０
０
円
×
付
加
保
険
料
納
付
月

数
」
で
計
算
し
ま
す
。

納
め
る
こ
と
が
で
き
る
か
た
は

・
国
民
年
金
第
一
号
被
保
険
者

・
任
意
加
入
被
保
険
者
（
65
歳
以
上
の

方
を
除
く
）

※
農
業
者
年
金
に
加
入
し
て
い
る
被

保
険
者
は
、
付
加
年
金
へ
の
加
入

が
必
要
で
す
。
該
当
届
の
手
続
き

を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

＊
そ
の
他
注
意
事
項
＊

・
付
加
年
金
は
、
老
齢
基
礎
年
金
と

合
わ
せ
て
受
給
で
き
る
終
身
年
金

で
す
が
、
定
額
の
た
め
、
物
価
ス

ラ
イ
ド
（
増
額
・
減
額
）
は
あ
り
ま

せ
ん
。

・
付
加
保
険
料
の
納
付
は
、
申
し
込

ん
だ
月
分
か
ら
に
な
り
ま
す
。
納

付
期
限
は
翌
月
末
日
（
休
日
・
祝
日

の
場
合
は
翌
営
業
日
）
で
す
。
納
付

期
限
を
経
過
し
た
場
合
で
も
、
期

限
か
ら
２
年
間
は
付
加
保
険
料
を

納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

・
国
民
年
金
基
金
に
加
入
中
の
か
た

は
、
付
加
保
険
料
を
納
付
で
き
ま

せ
ん
。

お
申
し
込
み
先

役
場
税
務
町
民
課（
国
民
年
金
担
当
窓
口
）

ま
た
は
、
お
近
く
の
年
金
事
務
所

※
詳
し
く
は
、
日
本
年
金
機
構
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
ま
た
は
、
左
記
お
問
い
合
わ

せ
先
等
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
】

・
六
日
町
年
金
事
務
所

　

℡
０
２
５
‐
７
１
６
‐
０
０
０
８

（
自
動
音
声
案
内
②
を
押
し
た
後
、
②

を
押
し
て
く
だ
さ
い
。
）

・
税
務
町
民
課 
町
民
班

　

℡
７
６
５
‐
３
１
１
３

■
申
込
方
法

　
「
町
営
住
宅
入
居
申
込
書
」（
建
設
課
土
木

班
に
用
意
）
を
提
出
し
、
そ
の
場
で
担
当
職

員
と
面
接
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■
申
込
期
間

　

７
月
23
日
㈬
か
ら

※
入
居
日
に
つ
い
て
は
面
談
時
に
相
談
し
て

く
だ
さ
い
。

■
選
考
方
法

　

選
考
委
員
の
意
見
を
聞
い
て
、
町
長
が
入

居
者
を
決
定
し
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

建
設
課　

土
木
班

　

℡
７
６
５
‐
３
１
１
６

＜津南町議会だんだんよくする懇談会＞
日　　時：７月 22 日㈫　午後１時～５時
場　　所：大割野　まちなかオープンスペースだんだん
参加議員：滝沢萌子、久保田 等、江村大輔
テ ー マ：「ニュー・グリーンピア津南に関すること　ほか」

毎月 22日に開催します。毎月 22日に開催します。お気軽にご参加ください。お気軽にご参加ください。
テーマに限らずお話テーマに限らずお話
いただいて結構です。いただいて結構です。

議会コーナー

年
金
年
金
コ
ー
コ
ー

      

ナ
ー
ナ
ー

付
加
年
金
と
は

付
加
年
金
と
は



いきいき
大好き
津南町

11 広報 令和７年７月号

令和6年度令和6年度

水中運動・健骨体操水中運動・健骨体操のの
　体力測定評価!!　体力測定評価!!
　令和 5 年度から水中運動、健骨体操について新潟大学村山研究班との協力により
体力測定や日常生活のアンケートなど各体操の評価を行い、水中運動は身体機能に

効果があり、健骨体操共にフレイル予防に効果があるとの評価を得ていました。2 年目となる令和 6
年度はさらに以下のような評価を得ましたので皆様にお知らせします。
　前年度同様に水中運動群、健骨体操群、非運動群の 3 群で比較調査を実施しました。

・水中運動群は筋力が３群の中で最も高い傾向にある。
・健骨体操群はバランス能力が３群の中で最も高い傾向にある。

・水中運動群は前年度の結果から若干低下傾向にある。
・健骨体操群は筋力・バランス能力ともに昨年度から向上している。

◉ 下肢運動機能について

◉ 令和5年度と令和6年度の比較

令和 7 年度は 3 年目となりますが継続して新潟大学村山研究班による評価を計画中です。

水中運動、健骨体操ともにいつからでも参加できます。まだまだ大丈夫と思っている時期から
開始するとより効果が期待できます。健康維持のためにどうぞご参加ください。

■対象者
・津南町に住む 60 歳以上（年度末年齢）のかた
・着替えや移動など身の回りのことが

自分でできるかた
■実施内容

・場所：クアハウス津南
・内容：週 1 回の水中運動と健骨体操
・時間：月・火・木・金曜日 の午前

男性教室は金曜日の午後
・参加費用： 25,000 円／年（税込）
※保険料別途徴収
※参加開始月により、料金設定あり
※送迎：対応できます （冬期間一部地域休止あり）
　　　　男性教室の送迎はなし
■お問い合わせ
クアハウス津南　℡ 765-3711
福祉保健課　健康班　℡ 765-3114

感染対策感染対策
水中運動教室、健骨体操ともに感染対策を行っています。

（送迎バスや教室に定員を設ける。消毒や換気を行うなど）

■対象者
・町内に住むかたならどなたでも参加できます
・会場まで自力で行くことができるかた

■実施内容
・場所：町内各地区公民館（28 会場）
・内容：週１回または 2 週 1 回の健骨体操
・実施時間：1 教室　60 分程度
・参加費用：1 回 300 円・チケット制

■お問い合わせ
NPO 法人 Tap（タップ）
℡ 765-5776

水中運動教室 健骨体操教室

“令和6年度の結果より”

今月は
瀧澤 章子

保健師



良い習慣を良い習慣を良い習慣を

◆防ごう水難事故
●信濃川、中津川、清津川で遊ぶときは、必ず保護者がついてく
　ださい。

◆不審者による心配な事案が増加
●不審者に出会ったときの対応の仕方を話し合いましょう。
　（大声を出す、子ども110番の家の確認、警察への連絡等）

◆遊び場・遊び道具に落とし穴
●人や建物に向けた花火が事故を引き起こした例もあります。

●狭い道路から広い道路へのとびだし、左右不確認の道路横断が、
　事故の一番の原因です。
●自転車による事故が増えています。十分気をつけさせてください。
　（とびだし・無灯火・二人乗りなど）
●自転車に乗るときは、ヘルメットをかぶらせましょう。
●自転車事故でも高額の賠償請求をされることがあります。
　自転車保険に入ることも考えましょう。
　（R4/10/1より県条例により加入が義務化されました。）

◆交通事故は、やっぱりとびだし！

津南町青少年育成町民会議　津南町教育委員会　津南町ＰＴＡ連合会　津南町小・中学校　郡市学警連　津南町社会福祉協議会　津南町交通安全対策協議会　津南町保護司会　津南町更生保護女性会

令和７年度 津南町「心の教育」継続推進

明るく 元気に 心を込めて

どの子もみんなつなんの子どの子もみんなつなんの子

生命は一つ！大切にしていますか

津南町青少年育成町民会議では、「どの子もみんなつなんの子」を合言葉に、町で、地域で
子どもたちを育てようという活動を行っています。家の前を通る子どもたちにも積極的に声
をかけ、みなさんの協力と気配り・目配りで正しく子どもたちを育てましょう。

～気配り・目配りで正しく育てよう～

どの子もみんなつなんの子

安全に安全に安全に 健全に健全に健全に

～気配り・目配りで正しく育てよう～

地域で子どもを
見かけたら、積極的に
挨拶、声がけをしま
しょう。

町内全小・中学校は、7月下旬から8月下旬まで夏休みです。
地域での子どもたちの様子を学校にもお知らせください。

◆規則正しい生活リズムを！

◆心のこもった明るい
　挨拶のできる子に

日ごろの行動はどうですか

●「早寝、早起き、朝ごはん」を定着させましょう。
●ゲームやテレビ、インターネットをする時間を
決めましょう。

●親や大人が見本となって地域で明るい挨拶の
輪を広げましょう。

◆話し合い・ふれ合いを大切に
●子どもとふれ合う機会を多くもちましょう。子どもの話に耳を傾けてください。
●生命の大切さを親子で話し合いましょう。

◆子どもたちの好奇心を正しい方向に
●日ごろできない体験、町や地域が主催する行事等への参加を積極的にすすめましょう。
●携帯電話やインターネットには、有害情報にアクセスする（接続する）可能性があります。
　フィルタリングサービス等を活用しましょう。また、誹謗・中傷する事例も出てきています。
　子どもを守るために、メディアの使い方について親子で話し合いましょう。

◆飲酒、喫煙、無免許運転、外泊はさせない
●祭り等での子どもの飲酒、喫煙に十分注意しましょう。
●子ども同士の泊まり合いや、ゲームセンター、カラオケボックス等への出入りは、やめさせま
　しょう。（帰宅時間の目安／小学生17：30、中学生18：00）
●大人のちょっとした気配りで子どもが非行に走るのを防げます。（バイクや車のカギを外しておくことなど。）

◆窃盗（万引き）はしない・させない・見過ごさない
●万引きは犯罪です。店内での不審な行動を見かけたら、「近所の子だから」「親に悪いから」
　という考えは捨てて一声かけてください。
●子どもが、買ってあげたものでないものを持っていたら「いつ・どこで買ったのか」借りたもので
　あれば「どこのだれから借りたのか」必ず確認しましょう。
●万引きの裏側に「いじめ」が隠れていることがあります。家庭内で不審な行動や言動を見かけ
　たら、一声かけてください。

挨拶・返事・ありがとう



良い習慣を良い習慣を良い習慣を

◆防ごう水難事故
●信濃川、中津川、清津川で遊ぶときは、必ず保護者がついてく
　ださい。

◆不審者による心配な事案が増加
●不審者に出会ったときの対応の仕方を話し合いましょう。
　（大声を出す、子ども110番の家の確認、警察への連絡等）

◆遊び場・遊び道具に落とし穴
●人や建物に向けた花火が事故を引き起こした例もあります。

●狭い道路から広い道路へのとびだし、左右不確認の道路横断が、
　事故の一番の原因です。
●自転車による事故が増えています。十分気をつけさせてください。
　（とびだし・無灯火・二人乗りなど）
●自転車に乗るときは、ヘルメットをかぶらせましょう。
●自転車事故でも高額の賠償請求をされることがあります。
　自転車保険に入ることも考えましょう。
　（R4/10/1より県条例により加入が義務化されました。）

◆交通事故は、やっぱりとびだし！

津南町青少年育成町民会議　津南町教育委員会　津南町ＰＴＡ連合会　津南町小・中学校　郡市学警連　津南町社会福祉協議会　津南町交通安全対策協議会　津南町保護司会　津南町更生保護女性会

令和７年度 津南町「心の教育」継続推進

明るく 元気に 心を込めて

どの子もみんなつなんの子どの子もみんなつなんの子

生命は一つ！大切にしていますか

津南町青少年育成町民会議では、「どの子もみんなつなんの子」を合言葉に、町で、地域で
子どもたちを育てようという活動を行っています。家の前を通る子どもたちにも積極的に声
をかけ、みなさんの協力と気配り・目配りで正しく子どもたちを育てましょう。

～気配り・目配りで正しく育てよう～

どの子もみんなつなんの子

安全に安全に安全に 健全に健全に健全に

～気配り・目配りで正しく育てよう～

地域で子どもを
見かけたら、積極的に
挨拶、声がけをしま
しょう。

町内全小・中学校は、7月下旬から8月下旬まで夏休みです。
地域での子どもたちの様子を学校にもお知らせください。

◆規則正しい生活リズムを！

◆心のこもった明るい
　挨拶のできる子に

日ごろの行動はどうですか

●「早寝、早起き、朝ごはん」を定着させましょう。
●ゲームやテレビ、インターネットをする時間を
決めましょう。

●親や大人が見本となって地域で明るい挨拶の
輪を広げましょう。

◆話し合い・ふれ合いを大切に
●子どもとふれ合う機会を多くもちましょう。子どもの話に耳を傾けてください。
●生命の大切さを親子で話し合いましょう。

◆子どもたちの好奇心を正しい方向に
●日ごろできない体験、町や地域が主催する行事等への参加を積極的にすすめましょう。
●携帯電話やインターネットには、有害情報にアクセスする（接続する）可能性があります。
　フィルタリングサービス等を活用しましょう。また、誹謗・中傷する事例も出てきています。
　子どもを守るために、メディアの使い方について親子で話し合いましょう。

◆飲酒、喫煙、無免許運転、外泊はさせない
●祭り等での子どもの飲酒、喫煙に十分注意しましょう。
●子ども同士の泊まり合いや、ゲームセンター、カラオケボックス等への出入りは、やめさせま
　しょう。（帰宅時間の目安／小学生17：30、中学生18：00）
●大人のちょっとした気配りで子どもが非行に走るのを防げます。（バイクや車のカギを外しておくことなど。）

◆窃盗（万引き）はしない・させない・見過ごさない
●万引きは犯罪です。店内での不審な行動を見かけたら、「近所の子だから」「親に悪いから」
　という考えは捨てて一声かけてください。
●子どもが、買ってあげたものでないものを持っていたら「いつ・どこで買ったのか」借りたもので
　あれば「どこのだれから借りたのか」必ず確認しましょう。
●万引きの裏側に「いじめ」が隠れていることがあります。家庭内で不審な行動や言動を見かけ
　たら、一声かけてください。

挨拶・返事・ありがとう
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津南町国民健康保険津南町国民健康保険
　津南町国民健康保険に加入されているかたの健康保険証は、令和７年７月
31 日で有効期限が切れるため、８月１日から使用できる「資格情報のお知
らせ」または「資格確認書」をお届けします。

マイナ保険証をお持ちのかたには

「資格情報のお知らせ」が届きます！

マイナ保険証をお持ちでないかたには

「資格確認書」が届きます！

●「資格情報のお知らせ」とは？

・マイナンバーカードの健康保険証利用登録が
お済みのかたに、医療保険の資格情報を確認
できるよう交付される書類です。大切に保管
してください。

・「資格情報のお知らせ」が届いたかたは、
マイナ保険証で医療機関等を受診してくださ
い。

・「資格情報のお知らせ」だけでは受診できま
せんが、機械の不具合などにより、医療機関
等でマイナ保険証が利用できない場合に、マ
イナ保険証と一緒に提示してください。

●「資格確認書」とは？
・マイナンバーカードをお持ちでないかた、マイナン

バーカードの健康保険証利用登録がお済みでないか
たに、申請によらず交付されます。

・「資格確認書」を医療機関等の窓口に提示すること
で、これまでどおり受診できます。

見 本

見 本

新しい資格確認書の色：  ピンク色　有効期限：  令和８年７月 31 日 まで
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後期高齢者医療後期高齢者医療
　後期高齢者医療に加入されているかたの健康保険証は、令和７年７月 31
日で有効期限が切れるため、８月１日から使用できる「資格確認書」をお届
けします。

マイナ保険証をお使いのかたも、お持ちでないかたもマイナ保険証をお使いのかたも、お持ちでないかたも
これまでどおり医療機関等を受診できます。これまでどおり医療機関等を受診できます。

後期高齢者医療にご加入のかたには、
令和８年7月までの間、マイナ保険証の有無に
関わらず、申請しなくても

「資格確認書」が交付されます！

・マイナンバーカードの健康保険証利用登録が
お済みのかたは、マイナ保険証で医療機関等
の受診もできます。

・「資格確認書」を医療機関等の窓口に提示する
ことで、これまでどおり受診できます。

見 本

新しい資格確認書の色：  空色
有効期間：  令和８年７月 31 日 まで

　

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
と
は
、

こ
れ
ま
で
効
き
目
や
安
全
性
が

確
認
さ
れ
て
き
た
薬
と
同
等
と

認
め
ら
れ
た
、低
価
格
の
薬
で
す
。

　　

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
を
使

用
す
る
こ
と
に
よ
り
薬
代
の
負

担
の
軽
減
に
つ
な
が
り
ま
す
。　

　

過
去
に
受
診
さ
れ
た
際
に

処
方
さ
れ
た
医
薬
品
に
つ
い
て
、

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
に
切
り

替
え
た
場
合
の
自
己
負
担
軽
減

額
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

○
送
付
時
期

　

９
月（
６
月
診
療
分
）

　

１
月（
10
月
診
療
分
）

■
お
問
い
合
わ
せ

　

福
祉
保
健
課
保
険
班

　

℡
７
６
５
‐
３
１
１
４

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品

差
額
通
知
を
送
付
し
ま
す
。

（
国
民
健
康
保
険
加
入
者
向
け
）
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つ
な
ん
の
文
芸

短 歌

俳 句

雪
影

こ
の
頃ご

ろ

は
亡な

き
母は

は

に
よ
く
似に

て
き
た
と

言い

わ
れ
る
た
び
に
泣な

き
そ
う
に
な
り 

板
場
麻
実

米こ
め

の
字じ

が
八は

ち

十じ
ゅ
う

八は
ち

と
書か

く
理わ

由け

を

我わ
れ

流な
が

す
汗あ

せ

と
と
も
に
知し

り
た
り 

山
本
光
一

蜩ひ
ぐ
ら
し

の
声こ

え

ひ
び
き
く
る
夕ゆ

う

方が
た

に

紫し

蘇そ

の
葉は

摘つ

み
来き

て
冷ひ

や

奴や
っ
こ

に
添そ

う 

江
村
美
智
代

世せ

話わ

に
な
り
し
義お

ば
叔
母
の
姿す

が
た

広こ
う

報ほ
う

紙し

に

写し
ゃ

真し
ん

と
文ぶ

ん

で
状じ

ょ
う

況き
ょ
う

を
知し

る 
小
島
香
代
子

ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
怪か

い

獣じ
ゅ
う

図ず

鑑か
ん

を
読よ

み
聞き

か
せ

吾あ

子こ

の
お
陰か

げ

で
新あ

ら

た
な
知ち

識し
き

 

（
大
晴
三
歳
）　

江
村
大
輔

百ひ
ゃ
く

一い
っ

歳さ
い

で
逝い

き
し
師し

は
吾わ

れ

に
活い

け
花ば

な

で

人じ
ん

生せ
い

の
事こ

と

教お
し

え
く
れ
た
り 

津
端
恵
子

夏な
つ

空ぞ
ら

の
よ
う
な
色い

ろ

し
た
朝あ

さ

顔が
お

は　
　

零こ
ぼ

れ
種た

ね

か
ら
今こ

年と
し

も
咲さ

き
ぬ 

貝
澤
圭
子

小こ

筵む
し
ろ

に
広ひ

ろ

げ
干ほ

し
た
る
ぜ
ん
ま
い
は

乾か
わ

き
て
わ
づず

か
一ひ

と

握に
ぎ

り
と
な
る 

恩
田
久
美
子

棺ひ
つ
ぎ

の
中な

か

ひ
孫ま

ご

ら
よ
り
の
絵え

と
手て

紙が
み

歩あ
る

け
る
よ
う
に
と
靴く

つ

も
入い

れ
た
り

 

（
義
母
逝
く
）　

丸
山
直
子

岩
す
げ
俳
句
会
（
六
月
）

籠か
ご

を
編あ

む
竹た
け

の
を
ど
り
て
夏な
つ

来き
た

る

ペ
ン
キ
屋や

の
派は

手で

な
汚よ
ご

れ
や
梅つ

雨ゆ

晴は
れ

間ま

 

房　

良

入に
ゅ
う

院い
ん

の
友と
も

へ
と
初し
ょ

夏か

の
花は
な

を
撮と

る

母は
は

の
ご
と
と
ん
ぼ
粽ち
ま
き

を
五ご

個こ

束た
ば

ね

 

緑　

韮に
ら

青あ
お

し
空あ

き
家や

の
庭に
わ

に
逞た
く
ま

し
く

石し
ゃ

楠く

花な
げ

や
詫わ

び
れ
ば
相あ
い

手て

の
声こ
え

や
さ
し

 

壽　

子

午ご

後ご

の
雨あ
め

親お
や

子こ

で
濡ぬ

れ
る
鯉こ
い

の
ぼ
り

春し
ゅ
ん

耕こ
う

の
土ど

塊か
い

拡ひ
ろ

が
る
ア
ス
フ
ァ
ル
ト

 

守　

人

五さ

月つ
き

闇や
み

早は
や

め
の
夕ゆ
う

餉げ

猫ね
こ

も
来く

る

妻つ
ま

逝ゆ

き
て
春は
る

雨さ
め

な
ん
て
好す

き
じ
ゃ
な
い

 

渡　

舟

山や
ま

峡か
い

を
あ
ま
た
散ち

り
く
る
花は

な

び
ら
の

ひ
か
り
放は

な

ち
つ
つ
渓け

い

流り
ゅ
う

め
ざ
す 

小
野
寺
恒
代

幾い
く

重え

に
も
花は

な

弁び
ら

丸ま
る

く
重か

さ

な
り
て

淡あ
わ

き
ピ
ン
ク
の
薔ば

薇ら

は
咲さ

き
た
り

 

（
ア
ブ
ラ
ハ
ム
・
ダ
ー
ビ
ー
）　

高
橋
春
枝

俺お
れ

が
先さ

き

、
私わ

た
し

が
先さ

き

と
終つ

い

の
日ひ

を

語か
た

り
し
日ひ

あ
り
「
夫つ

ま

二に

十じ
ゅ
う

八は
ち

回か
い

忌き

」 

鈴
木
綾
子

長
生
学
園

庭に
わ

に
咲さ

き
し
花は
な

桃も
も

、
れ
ん
ぎ
ょ
う
、
雪ゆ
き

柳や
な
ぎ

い
つ
か
終お

わ
り
て
や
ま
つ
つ
じ
咲さ

く

 

中
村
武
子

夕ゆ
う

風か
ぜ

に
畑は
た

隅す
み

の
芍し
ゃ
く

薬や
く

散ち

り
果は

て
て

猛も
う

暑し
ょ

の
草く
さ

取と

り
一い
ち

段だ
ん

落ら
く

す 

島
田
眞
之
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山本 眞幸

地
域
お
こ
し
協
力
隊
だ
よ
り

地
域
お
こ
し
協
力
隊
だ
よ
り

農
業
の

知
識

豆

　

畑
の
虫
と
い
え
ば
ミ
ミ
ズ
で
す
ね
。
ミ
ミ

ズ
が
多
い
畑
は
何
と
な
く
フ
カ
フ
カ
で
良
い

土
の
イ
メ
ー
ジ
で
す
が
、
本
当
で
し
ょ
う
か
。

ミ
ミ
ズ
を
知
る
こ
と
で
土
壌
の
状
態
を
知
り
、

土
づ
く
り
に
も
活
か
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

●
見
た
目
は
だ
い
た
い
同
じ
だ
け
れ
ど

　

ミ
ミ
ズ
は
日
本
に
1
0
0
種
類
以
上
い
る

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
一
般
的
に
見
ら
れ

る
の
は
フ
ト
ミ
ミ
ズ
と
シ
マ
ミ
ミ
ズ
の
２
種

類
で
す
。
畑
で
は
フ
ト
ミ
ミ
ズ
が
多
く
、
シ

マ
ミ
ミ
ズ
は
主
に
堆
肥
に
生
息
す
る
な
ど
、

両
者
は
食
べ
物
や
習
性
に
違
い
が
あ
り
ま
す
。

●
フ
ト
ミ
ミ
ズ
は
畑
の
耕
し
屋

　

フ
ト
ミ
ミ
ズ
は
10
㎝
前
後
と
や
や
大
き
め

で
、
畑
に
い
る
の
は
大
体
こ
の
種
類
で
す
。

巣
穴
を
作
っ
て
生
活
し
、
発
酵
の
進
ん
だ
植

物
残
渣
を
食
べ
な
が
ら
地
中

を
移
動
し
続
け
ま
す
。
こ
の

た
め
、
土
が
適
度
に
耕
さ
れ
、

通
気
性
や
排
水
性
が
高
い
土

づ
く
り
に
役
立
っ
て
い
ま
す
。

●
シ
マ
ミ
ミ
ズ
は
堆
肥
の
分
解
屋

　

シ
マ
ミ
ミ
ズ
は
フ
ト
ミ
ミ
ズ
よ
り
も
小
型

で
赤
み
が
あ
り
、
体
の
シ
マ
模
様
が
特
徴
で

●
肥
沃
な
土
の
製
造
工
場

　

ミ
ミ
ズ
は
ダ
ン
ゴ
ム
シ
や
微
生
物
等
と
協

力
し
て
有
機
物
を
分
解
し
、
糞
土
に
は
植
物

が
吸
収
し
や
す
い
形
の
カ
ル
シ
ウ
ム
や
カ
リ

ウ
ム
、
リ
ン
酸
な
ど
が
多
く
含
ま
れ
る
た
め
、

ミ
ミ
ズ
の
体
内
は
肥
沃
な
土
の
製
造
工
場
の

よ
う
で
す
。
ま
た
、
糞
土
の
周
囲
は
微
生
物

が
増
殖
し
、
土
壌
生
態
系
を
豊
か
に
し
ま
す
。

●
ミ
ミ
ズ
は
多
け
れ
ば
多
い
ほ
ど
良
い
？

　

ミ
ミ
ズ
は
有
機
物
を
食
べ
ま
す
が
、
食
べ

物
が
な
く
な
れ
ば
当
然
数
は
減
る
は
ず
で

す
。
こ
の
た
め
、
大
量
の
ミ
ミ
ズ
が
い
る
畑

は
未
分
解
の
有
機
物
が
多
く
残
っ
て
い
る
こ

と
を
意
味
し
、そ
れ
を
好
む
カ
ビ
や
セ
ン
チ
ュ

ウ
も
発
生
し
や
す
い
環
境
で
す
。
特
に
シ
マ

ミ
ミ
ズ
が
多
い
場
合
は
有
機
物
が
未
熟
な
た

め
、
新
た
な
堆
肥
投
入
は
控
え
た
方
が
良
い

で
し
ょ
う
。
昔
か
ら
ミ
ミ
ズ
が
多
い
畑
は
作

物
が
大
き
く
育
つ
と
い
わ
れ
ま
す
が
、
実
際

は
種
類
に
よ
っ
て
土
壌
の
状
態

は
異
な
り
、
決
し
て
多
け
れ
ば

多
い
ほ
ど
良
い
と
い
う
わ
け
で

は
な
い
と
い
え
ま
す
。

ミ
ミ
ズ
が
多
い
畑
は
良
い
畑
？

■お問い合わせ　農林振興課農林班　℡765‐3115

　

津
南
町
の
皆
様
こ
ん
に
ち
は
。
地
域
お

こ
し
協
力
隊
の
山
本
で
す
。

　

外
を
出
歩
く
と
感
じ
る
こ
の
暑
さ
に
夏

の
到
来
を
感
じ
さ
せ
る
今
日
こ
の
頃
で
す
。

私
が
津
南
町
に
来
て
か
ら
迎
え
る
３
度
目

の
夏
。
今
年
は
ど
ん
な
夏
に
な
る
の
で

し
ょ
う
か
。

　

今
か
ら
少
し
前
の
話
に
な
り
ま
す
が
、

私
の
住
む
米
原
集
落
で
田
植
え
作
業
の
お

手
伝
い
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
田

植
え
等
の
農
作
業
は
今
年
が
初
め
て
で
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
こ
れ
ほ
ど
ま
で
に
大
変

な
作
業
を
経
て
津
南
町
の
美
味
し
い
お
米

が
生
産
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
改
め

て
感
じ
ま
し
た
。
写
真
は
そ
の
時
の
様
子

を
ド
ロ
ー
ン
で
空
撮
し
た
も
の
に
な
り
ま

す
。
私
は
津
南
町
の
田
園
風
景
が
大
好
き

で
す
。

　

春
の
田
植
え
の
風
景
、
夏
の
青
々
と
し

た
田
ん
ぼ
、
秋
に
か
け
て
の
黄
金
色
に
変

化
し
た
田
ん
ぼ
。
季
節
ご
と
に
様
々
な

「
顔
」
を
見
せ
て
く
れ
る
津
南
町
の
田
園

風
景
は
こ
の
地
域
の
宝
物
の
よ
う
に
思
い

ま
す
。
今
回
は
田
植
え
の
様
子
を
載
せ
ま

し
た
が
、
そ
の
他
の
季
節
の
田
園
風
景
も

空
撮
し
、
皆
様
に
お
見
せ
で
き
る
機
会
を

作
れ
れ
ば
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

さ
て
、
私
が
津
南
町
に
来
て
か
ら
ち
ょ

う
ど
２
年
が
経
過
し
ま
し
た
。
早
い
も
の

で
私
の
任
期
も
残
す
と
こ
ろ
あ
と
１
年
と

な
り
ま
し
た
。
ま
だ
ま
だ
ド
ロ
ー
ン
を

使
っ
て
や
れ
て
い
な
い
こ
と
、
や
り
た
い

こ
と
、
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
の
で
、
こ
の

１
年
間
の
う
ち
に
全
部
や
り
き
れ
る
よ
う

に
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
皆
様
も
こ

ん
な
こ
と
を
や
っ
て
ほ
し
い
、
ド
ロ
ー
ン

の
こ
ん
な
画
像
・
映
像
が
見
た
い
等
の
ご

要
望
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
ど
ん
な
こ
と

で
も
構
い
ま
せ
ん
の
で
お
気
軽
に
ご
相
談

い
た
だ
け
ま
す
と
幸
い
で
す
。

す
。
堆
肥
な
ど
の
湿
っ
た
場
所
に
生
息
し
、

巣
穴
を
作
ら
ず
地
表
付
近
で
未
熟
な
有
機
物

を
食
べ
て
生
活
し
て
い
ま
す
。

フ
ト
ミ
ミ
ズ
が
食
べ
な
い
生

ご
み
も
好
ん
で
食
べ
る
た
め
、

家
庭
の
コ
ン
ポ
ス
ト
づ
く
り

に
も
利
用
さ
れ
ま
す
。
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からのお便り

けい
ぎょう

　

昔
な
が
ら
の
営
み
に
は
、看
板
ひ
と
つ

で「
何
を
し
て
い
る
場
所
な
の
か
」が
自

然
と
伝
わ
る
力
が
あ
り
ま
し
た
。け
れ
ど

今
の
時
代
は
、ど
れ
だ
け
良
い
も
の
を
つ

く
っ
て
い
て
も
、そ
れ
だ
け
で
は
伝
わ
ら

な
い
こ
と
が
増
え
て
い
ま
す
。

「
う
ち
は
特
別
な
こ
と
な
ん
て
し
て
い
な

い
よ
」「
お
客
さ
ん
に
喜
ん
で
も
ら
え
た

ら
、そ
れ
で
十
分
」

　

そ
ん
な
ふ
う
に
話
す
か
た
の
営
み
ほ

ど
、じ
つ
は
深
く
て
、豊
か
な
価
値
を
持
っ

て
い
る
も
の
で
す
。

　

提
供
し
て
い
る
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
だ
け

で
な
く
、人
と
の
関
わ
り
、地
域
と
の
つ
な

が
り
、そ
し
て
積
み
重
ね
て
き
た
想
い
や

物
語
。そ
れ
ら
す
べ
て
が
、そ
の
営
み
の

「
価
値
」な
の
で
す
。

た
と
え
ば
、

・
日
々
の
お
客
さ
ん
と
の
何
気
な
い
や
り
と
り

・
季
節
ご
と
に
工
夫
さ
れ
た
店
頭
や
店
先

の
雰
囲
気

・
受
け
継
い
で
き
た
手
し
ご
と
や
知
恵

　

そ
ん
な
当
た
り
前
の
よ
う
に
思
え
る
そ

営
み
の
価
値
を
、伝
え
る
と
い
う
こ
と

の
日
常
こ
そ
が
、誰
か
に
と
っ
て
の
か
け

が
え
の
な
い
魅
力
に
な
り
ま
す
。

　

そ
の
魅
力
を
未
来
に
つ
な
ぐ
に
は
、「
伝

え
る
こ
と
」が
大
切
で
す
。

　

書
い
て
み
る
、撮
っ
て
み
る
、話
し
て
み

る 

。方
法
は
人
そ
れ
ぞ
れ
。

た
と
え
ば
、

・
日
々
の
様
子
を
記
し
た
メ
モ
や
日
記

・
仕
事
の
合
間
に
撮
っ
た
一
枚
の
写
真

・
「
こ
の
営
み
は
○
○
の
た
め
に
続
け
て

い
る
」
と
い
う
短
い
言
葉

　

こ
う
し
た
小
さ
な
記
録
が
、
次
に
そ
の

営
み
を
担
う
誰
か
に
と
っ
て
、
大
き
な
ヒ

ン
ト
に
な
り
ま
す
。

　

自
分
の
言
葉
で
、
自
分
の
営
み
を
見
つ

め
直
す
こ
と
は
、
未
来
の
担
い
手
へ
の
贈

り
も
の
で
も
あ
り
、
今
を
生
き
る
自
分
自

身
へ
の
励
ま
し
に
も
な
る
の
で
す
。

 

「
こ
の
営
み
を
、
こ
れ
か
ら
ど
う
し
て

い
こ
う
」
「
誰
か
に
受
け
継
い
で
も
ら
え

る
と
し
た
ら
、
何
を
残
し
た
い
か
」

　

そ
ん
な
問
い
と
向
き
合
う
時
間
が
、

き
っ
と
次
の
一
歩
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

あ
な
た
の
営
み
が
、
誰
か
の
〝
は
じ
ま

り
の
場
所
〟
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

継
業
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
で
は
、
そ
う

し
た
「
伝
え
る
」
お
手
伝
い
も
し
て
い
ま

す
。
ま
ず
は
一

緒
に
、
営
み
の

物
語
を
言
葉

に
し
て
み
ま

せ
ん
か
？

■お問い合わせ
　継業サポートセンター（まちなかＯＳだんだん内）　担当：緒方　℡ 070-9245-9754

■
日
程　

8
月
30
日
㈯
～
11
月
29
日
㈯

　

毎
週
土
曜
日

※
都
合
に
よ
り
変
更
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
時
間　

幼
児　

午
前
10
時
15
分
～
11
時
15
分

　
　
　
　

児
童　

午
前
11
時
30
分
～
12
時
30
分

■
場
所　

ク
ア
ハ
ウ
ス
津
南 

プ
ー
ル

■
対
象　

年
中
～
小
学
6
年
生

■
料
金　

１
３
，０
０
０
円（
税
込
）

　
（
ク
ア
ハ
ウ
ス
会
員
１
２
，０
０
０
円
）

■
定
員　

若
干
名

※
ク
ラ
ス
に
よ
り
空
き
状
況
が
異
な
り
ま
す
。

■
お
申
し
込
み

　

8
月
4
日
㈪
午
後
1
時
よ
り

　

電
話
に
て
先
着
順
に
受
け
付
け
ま
す
。ご
希

望
の
か
た
は
早
め
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
お
申
し
込
み
先　

ク
ア
ハ
ウ
ス
津
南　
　
　
　
　

　

℡
７
６
５
‐
３
７
１
１

●
お
盆
営
業

　

8
月
10
日
㈰
～
17
日
㈰
の
営
業
時
間
は
午

前
10
時
～
午
後
８
時
30
分
で
す
。

　

13
日
㈬
は
休
ま
ず
営
業
い
た
し
ま
す
。

●「
ゆ
っ
た
り
会
員
」募
集

　

温
泉
・
プ
ー
ル
・
バ
ー
デ
・
サ
ウ
ナ
な
ど
、全

て
の
温
泉
ス
ペ
ー
ス
が
利
用
で
き
ま
す
。

【
対
象
】　

津
南
・
十
日
町
・
栄
村
在
住
の
か
た

【
料
金
】　

３
，０
０
０
円（
１
か
月
間
）

【
募
集
期
間
】　

7
月
25
日
㈮
～
８
月
31
日
㈰

●
夏
休
み
こ
ど
も
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

【
対
象
】　

小
学
６
年
生
以
下
の
こ
ど
も

プ
ー
ル
無
料
期
間　

７
月
25
日
㈮
～
31
日
㈭

プ
ー
ル
2
割
引
期
間　

８
月
1
日
㈮
～
９
日
㈯

※
25
m
以
上
泳
げ
な
い
、身
長
1
4
0
㎝
以

下
、小
学
３
年
生
以
下
、（
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
）か
た
は
、18
歳
以
上
の
大
人
の
付
き
添

い
が
必
要
で
す
。（
大
人
一
名
に
つ
き
こ
ど
も
二

名
ま
で
）

　

詳
し
く
は
ク

ア
ハ
ウ
ス
津
南

℡
７
６
５
‐

３
７
１
１
ま
で

お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

ク
ア
ハ
ウ
ス
津
南

　
短
期
水
泳
教
室（
10
回
コ
ー
ス
）募
集

ク
ア
ハ
ウ
ス
津
南  

夏
休
み
の
ご
案
内GoGo Tapスイミングスクール！

残したいモノ
タレコミ大募集！

詳細はこちら



19 広報 令和７年７月号

　

本
格
的
な
夏
を
迎
え
、毎
日
暑
い
日

が
続
い
て
い
ま
す
。図
書
室
は
、津
南
町

の
ク
ー
リ
ン
グ
シ
ェ
ル
タ
ー
に
指
定
さ

れ
て
い
ま
す
。暑
い
日
は
涼
し
い
お
部

屋
で
お
休
み
く
だ
さ
い
。お
立
ち
寄
り

の
際
は
、ぜ
ひ
興
味
の
あ
る
本
を
手
に

取
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。知
識
を
蓄
え

る
の
に
季
節
は
関
係
あ
り
ま
せ
ん
。

・
・
・【
重
要
】蔵
書
点
検
に
よ
り

図
書
室
を
お
休
み
し
ま
す 

・
・
・

　

8
月
25
日
㈪
か
ら
８
月
29
日
㈮
ま

で
、蔵
書
点
検
実
施
の
た
め
図
書
室
を

お
休
み
と
し
ま
す
。８
月
25
日
㈪
の
公

民
館
休
館
日
と
合
わ
せ
た
５
日
間
、図

書
の
返
却
は
承
り
ま
す
が
、図
書
室
の

利
用
・
本
の
貸
出
な
ど
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

皆
さ
ま
に
は
ご
迷
惑
を
お
か
け
し

ま
す
が
、予
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

※
８
月
25
日
の
休
館
日
を
除
き
館
内

の
他
の
部
屋
は
通
常
ど
お
り
使
用

可
能
で
す
。

※
本
来
の
貸
出
期
間
は
２
週
間
で
す

が
、返
却
期
限
日
が
休
業
日
と
重
な

る
場
合
、期
限
日
を
休
業
明
け
の
８

月
30
日
㈯
に
延
長
し
て
貸
し
出
し

し
ま
す
。

※「
相そ

う

互ご

貸た
い

借し
ゃ
く

サ
ー
ビ
ス
」で
貸
し
出

し
を
し
た
図
書
は
、期
限
日
の
延
長

は
行
え
ま
せ
ん
の
で
、期
限
内
に
必

ず
返
却
を
お
願
い
し
ま
す
。

・
・
・
第
30
回
記
念
！

 

夏
休
み
夜
の
お
は
な
し
会
・
・
・

　

お
は
な
し
お
か
あ
さ
ん
主
催
の「
夏

休
み
夜
の
お
は
な
し
会
」を
開
催
し
ま

す
。今
年
は
な
ん
と
30
回
目
！
大
型
絵

本
や
紙
芝
居
の
読
み
聞
か
せ
、人
形
劇

な
ど
お
楽
し
み
が
い
っ
ぱ
い
で
す
！

ス
テ
キ
な
プ
レ
ゼ
ン
ト
も
用
意
し
て

い
ま
す
。い
つ
も
と
は
違
っ
た
ち
ょ
っ

と
特
別
な
お
話
の
世
界
へ
ご
案
内
し

ま
す
。ぜ
ひ
皆
さ
ん
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

８
月
20
日
㈬　

夜
７
時
～
８
時

■
場
所

　

文
化
セ
ン
タ
ー
（
公
民
館
）３
階
和
室

・・
栞
の
忘
れ
物
に
ご
注
意
を
・・

　

最
近
、栞
が
挟
ま
っ
た
ま
ま
本
が
返

却
さ
れ
る
こ
と
が
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

見
つ
け
た
際
は
回
収
し
て
忘
れ
物
と

し
て
一
定
期
間
は
保
管
し
て
お
き
ま

す
。お
気
づ
き
の
際
は
職
員
に
お
声
掛

け
く
だ
さ
い
。ま
た
、不
要
紙
等
が
挟

ま
っ
て
い
る
場
合
は
処
分
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

　

一
方
で
、稀
に
重
要
書
類
や
カ
ー
ド

の
類
が
栞
代
わ
り
に
挟
ま
っ
て
い
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。見
つ
け
た
際
に
は
ご

連
絡
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
が
、職

員
も
全
て
を
把
握
し
き
れ
ま
せ
ん
。何

か
あ
っ
て
も
責
任
を
負
え
ま
せ
ん
の
で
、

で
き
る
だ
け
本
を
読
み
終
わ
っ
た
ら
、

栞（
栞
代
わ
り
の
紙
な
ど
）を
取
っ
て
か
ら

お
返
し
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

■
休
館
日

　
７
月
28
日
㈪
、８
月
25
日
㈪
～
８
月
29
日
㈮

梅干しは万能調味料

　暑い夏を乗り切るさっぱりした料理が作りた
い！というあなたへぴったりな一冊です。梅干
しの効能は古くから万能薬のように知られてい
て、殺菌作用や疲労回復、消化促進や腸内環
境の改善など様々です。
　梅干しを調味料にした料理が 50 種類以上
載っています。中にはそんな組み合わせが？と
なる面白いメニューも考案されています。

ワタナベマキ

※変更となる可能性があります。

【大人の本】
●『信州 善光寺 松本』 ………… JTBパブリッシング
●『フジテレビの正体』 ……………………………………… 宝島社
●『大の里を育てた〈かにや旅館〉物語』
 …………………………………………集英社インターナショナル
●『皇后の碧』 ……………………………………………………… 阿

あ

部
べ

 智
ち

里
さと

●『紅色の幻』 …………………………………………… あさの あつこ
●『サムシングオレンジ４』 …………………… 藤

ふじ

田
た

 雅
まさ

史
し

【子どもの本】 
●『読書感想文が終わらない！』 …………… ポプラ社
●『ポケモン生態図鑑』 ………………………………………… 小学館
●『きんぎょだいさくせん』 …………… まつなが もえ
●『すずめばち』 ……………………………………………………… 舘

たて

野
の

 鴻
ひろし

●『なにかななにかな海のなか』 ………………… 高
たか

久
く

 至
いたる

広報ライブラリー
今月の１冊今月の１冊

７月 −文
ふ み

月
づ き

−

7月の新着図書（HPでも検索できます）
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各方面で全国レベルの大会に出場されるかたをご存じのかたは情報をお寄せください。
連絡先：教育委員会生涯学習班（津南町公民館）　℡ 765-3134

　5 月 26 日に戸籍法の一部が改正され、戸籍に氏名の振り仮名が記載され
ることになりました。
　本籍地の市区町村から、戸籍に記載予定の氏名の振り仮名に関する通知が
発送されます。
　津南町に本籍のあるかたには７月末から 8 月上旬にかけて通知を発送す
る予定です。通知が届いたら振り仮名に誤りがないか必ず確認してください。
特に「ャ・ュ・ョ・ッ」等の小文字が大文字になっていないか、濁点の有無
に注意してください。

　通知に記載された振り仮名が正しい場合は、届出不要です。

氏名の
振り仮名の

通知書が届く

通知に
記載された

振り仮名を確認

届出をする 通知または
届出した振り仮名

が戸籍に記載
振り仮名が正しい場合、
届出は必要ありません。

【届出方法】
①マイナポータル

②郵送
③市区町村窓口

届出をしない場合、
令和 8 年 5 月 26 日以降

順次記載されます

届出に手数料は
　　　かかりません！
届出しなくても
　　罰則はありません！

法務省や市区町村に
金銭を支払うよう
要求することは
ありません !!

情報をお待ちしております！情報をお待ちしております！

おらどこの津南のしょおらどこの津南のしょ
～津南町から全国へ！ Brea

kthrough～

ガンバレ!
　このコーナーは町内のかたで学術文化・スポーツ
の部門で全国大会等に出場した人を紹介します。

令和７年４月25日～27日 開催 （開催地：神奈川県 平塚市）

2025日本学生陸上競技個人選手権大会 出場

令和７年５月14日～18日 開催 （開催地：高知県 高芸市）

第11回全日本大学女子硬式野球選手権
高知大会 出場（２番セカンド）

中京大学４年 山岸  芽
め

生
い

 さん（田中） 新潟医療福祉大学２年 村山  晏
あん

 さん（割野）

〈本人コメント〉
いつもご声援あり
が と う ご ざ い ま
す。今回は２年ぶ
りに自己ベストを
更新し、全国大会
で久しぶりに表彰
台に上がることが
出来ました。今後
ともよろしくお願
いいたします。

〈本人コメント〉
今大会は目標としてい
た決勝トーナメントに
進み、チームとしても
個人としても成長する
ことができた大会でし
た。8 月 の 全 日 本 大 学
女子硬式野球選手権和
歌山大会に向けチーム
一丸となって今大会以
上の結果が残せるよう
に頑張ります。

女子１万メートル競歩　３位 予選リーグ１位、決勝トーナメント８位

戸籍に振り仮名が記載されます

振り仮名の通知 を必ず確認してください

■戸籍に振り仮名が記載されるまでの流れ

詐欺詐欺にに注意注意

■制度に関する問い合わせ先
法務省コールセンター
☎ 0570-05-0310

平日午前 8 時 30 分～午後５時 15 分

01 02 03 04
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津南病院津南病院 い ろ い ろ 発見!発見!

第15回

　安全な医療を提供するために、病院でも様々な取り組みを行っていますが、皆さんは「ハ
インリッヒの法則」という言葉を耳にしたことがあるでしょうか。
 　「ハインリッヒの法則」とは、１件の重大事故の裏には 29 件の軽微な事故があり、そ
の背景には 300 の異常があるというものです。この重大事故に至る前の軽微な事故やヒ
ヤリとした事象を報告し、それを分析し対策を立て職場内で共有していく、「ヒヤリハッ
ト運動」が 2001 年厚生労働省の事業の中で取り上げられました。

　当院でも、「ヒヤリとしたこと」「ハッとしたこと」
を報告するシステムがあります。各部署にはリスク
マネージャー（医療安全推進者）がおり、報告された
ことに対し、原因や防止対策、改善方法について検
討し提言を行っています。

　また、全職員を対象に医療安全研修会を年２回以
上実施することが求められています。

「ハラスメントへの対応」「救急対応・心肺蘇生」「災害現場におけるトリアージ」など様々
なテーマで研修を実施し安心で安全な医療提供に向け、院内全体、全職員で取り組んで
います。

今回は「病院の医療安全」についてです。

危ないところを
あげてみよう！

あなたなら
どうする？
【対策】

危険な
ポイントはどこ？

LET’S KYT

私たちは
こうする！
【目標】
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日
記

　
〝
う
も
れ
あ
〟
の
東
側
に
は
船
津
川
が
流

れ
て
い
ま
す
。
中
津
川
の
支
流
で
あ
る
船
津

川
は
太
田
新
田
に
あ
る
湧
水
が
源
流
と
さ

れ
、
水
が
豊
富
で
水
温
が
低
い
と
い
う
特
徴

が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
川
は
古
く
か
ら
ヒ
ト
が
利
用
し
て

い
た
と
考
え
ら
れ
、
流
域
に
は
縄
文
時
代
の

遺
跡
が
点
在
し
て
い
ま
す
。
現
在
も
田
ん
ぼ

な
ど
の
農
業
用
水
と
し
て
各
集
落
の
人
た

ち
に
よ
っ
て
大
切
に
守
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
に
よ
り
、
き
れ
い
な
水
流
で
し
か
生

育
し
な
い
バ
イ
カ
モ
が
繁
茂
し
、
イ
ワ
ナ
や

オ
ゼ
イ
ト
ト
ン
ボ
、
モ
リ
ア
オ
ガ
エ
ル
な
ど

が
暮
ら
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
か
た
わ
ら
に
、
大
面
ビ
オ
ト
ー
プ
が

あ
り
ま
す
。
こ
こ
は
、
段だ

ん

丘き
ゅ
う

崖が
い

の
際き

わ

か
ら
湧

き
出
る
湧
水
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
湿
地
帯

で
す
。
中
津
地
区
活
動
隊
の
か
た
が
た
に
よ

り
整
備
さ
れ
、
豊
か
な
生
態
系
が
維
持
さ
れ

■
お
問
い
合
わ
せ

　

津
南
町
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

　
〝
う
も
れ
あ
〟
準
備
室

　

℡
７
５
５
‐
７
０
１
１

●
大お
お

面づ
ら

ビ
オ
ト
ー
プ

（
４
）

バイカモに産卵する
ハグロトンボ

（撮影：涌井泰二）

手前が船津川、一段上が大面ビオトープ

中津川が削った台地の縁
ふち

を通ります

中
津
川
左
岸
散
策
道
、

　
　
　

歩
い
て
み
ま
せ
ん
か
？
？

　

雪
と
火
山
と
、
そ
し
て
中
津
川
渓
谷
が
作

り
出
し
た
大
地
が
特
徴
の
苗
場
山
麓
ジ
オ
パ

ー
ク
。
そ
の
中
津
川
の
左
岸
側
の
自
然
豊
か

な
森
の
中
に
、
元
々
あ
っ
た
古
道
や
、
集
落

跡
な
ど
を
繋
ぎ
な
が
ら
、
散
策
道
を
数
年
に

わ
た
り
開
削
・
整
備
し
て
き
ま
し
た
。

　

石
坂
集
落
上
の
お
堂
か
ら
、
栄
村
の
矢や

櫃び
つ

村
跡
ま
で
の
全
長
27
㎞
の
林
間
コ
ー
ス
で
す
。

　

荒
野
や
山
の
中
の
歩
行
や
徒
歩
旅
行
を
楽

し
む
人
の
た
め
に
、
ル
ー
ト
を
設
定
し
、
人

の
幅
ほ
ど
の
歩
道

を
整
備
す
る
「
ト

レ
イ
ル
」
が
人
気

で
す
が
、
中
津
川

左
岸
散
策
道
も
ト

レ
イ
ル
コ
ー
ス
の

一
種
で
す
。

　

ま
た
、
途
中
の
結
東
集
落
上
の
あ
ず
き
坂

ま
で
は
、
雪
国
観
光
圏
が
整
備
し
て
い
る
ス

ノ
ー
カ
ン
ト
リ
ー
ト
レ
イ
ル
と
も
共
用
し
て

い
ま
す
の
で
、
よ
り
多
く
の
皆
さ
ん
か
ら
歩

い
て
い
た
だ
き
、苗
場
山
麓
の
豊
か
な
自
然
、

大
地
の
活
動
、
生
息
す
る
動
植
物
、
先
人
が

築
い
て
き
た
文
化
を
感
じ
て
い
た
だ
け
れ
ば

と
思
い
ま
す
。
中
津
川
左
岸
散
策
道
ト
レ
イ

ル
マ
ッ
プ
を
「
な
じ
ょ
も
ん
」
に
て
５
０
０

円
で
販
売
中
で
す
。ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
室
（
な
じ
ょ
も
ん
内
）

　

℡
７
６
５
‐
１
６
０
０

て
い
ま
す
。〝
な
じ
ょ
も
ん
〟
で
は
、「
水
辺

の
生
物
観
察
会
」
や
企
画
展
に
関
連
し
た
水

生
生
物
の
観
察
会
を
船
津
川
や
石
坂
の
川
原

で
行
っ
て
い
ま
す
。
津
南
町
に
暮
ら
し
て
い

て
も
裸
足
で
川
に
入
り
、
身
近
に
生
物
を
観

察
す
る
機
会
は
少
な
い
の
が
現
状
で
す
。〝

う
も
れ
あ
〟
開
館
後
は
、
こ
の
大
面
ビ
オ
ト

ー
プ
な
ど
で
生
態
系
に
配
慮
し
、
子
供
た
ち

が
安
心
し
て
生
物
観
察
で
き
る
機
会
を
増
や

し
て
い
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
〝
う
も
れ
あ
〟
の
館
内
で
は
津
南
町
の
歴

史
文
化
を
、
館
外
で
は
生
態
系
を
体
感
し
、

そ
の
大
切
さ
を
楽
し
み
な
が
ら
学
ぶ
、
そ
ん

な
施
設
に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

＊
ビ
オ
ト
ー
プ
…
生
物
が
生
息
・
生
育
す
る　

　

空
間

苗
場
山
麓
ジ
オ
パ
ー
ク

日
本
認
定
10
周
年
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〇春・夏季企画展
　「佐藤陽一の世界展 －身近な素材で創る45年間の歩み－」
　会　期：4月26日㈯〜 8月17日㈰
　入場料：無料
　創作活動を続けて 40 年以上になる佐藤陽一氏の作品展です。

紙紐を編み上げた造形作品、川原石を粘土で包み彩色した作品、

絵画などを展示します。

〇夏休みは毎日体験を開催します！
　子どもから大人まで楽しめる体験が盛りだくさん。

　自由研究にオススメの体験もあります。

　日程は「なじょもん　がむしゃら塾」チラシ、またはホームページでご確認ください。

〇水辺の生物観察会
　開催日：8月2日㈯　午前9時〜 11時
　体験料：500円
　対　象：小学1年生〜大人　※小学生は保護者同伴
　津南のきれいな川にはどんな生物がいるか探してみましょう。

〇「植物から糸とつくろう～ドングリのストラップ～」 体験
　開催日：8月2日㈯　午後1時30分〜３時30分
　体験料：500円
　対　象：小学3年生〜大人
　カラムシから繊維を取り出して糸を作り、ドングリを付けてストラップにします。

〇「和紙のうちわ」 体験
　開催日：8月5日㈫・12日㈫
　　　　  午前10時〜 11時

　体験料：700円
　対　象：小学1年生〜大人
　手作りのうちわで、暑い夏を健康的に涼しく過ごしましょう。

〇「土偶にペイントアート」 体験
　開催日：8月11日（月・祝）・15日㈮・16日㈯
　　　　  午前10時〜 11時30分

　体験料：1,500円
　対　象：小学1年生〜大人
　板土偶をポップな色にペイントしましょう。

展示の様子

水辺の生物観察会

ドングリのストラップ

土偶にペイントアート

和紙のうちわ

N
ajom

on Inform
ation
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編
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／

総
務

課
総
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班

この紙は
再生紙を
使っています

表
紙
の
写
真
　
7
月
か
ら
長
井
惇
子
さ
ん
が

協
力
隊
サ
ポ
ー
タ
ー
に
着
任
し
ま
し
た
。地

域
お
こ
し
や
協
力
隊
に
関
す
る
ご
相
談
を
お

受
け
し
ま
す
の
で
、ぜ
ひ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

幼
い
こ
ろ

か
ら
、蝉
が
鳴

き
始
め
る
と
夏
が
始
ま
っ
た
こ

と
を
実
感
し
ま
す
。や
か
ま
し
い

と
思
う
と
き
も
あ
り
ま
す
が
、蝉

が
鳴
か
な
い
と
そ
れ
は
そ
れ
で

物
足
り
な
く
感
じ
ま
す
。蝉
に
も

こ
の
暑
さ
に
負
け
ず
に
過
ご
し

て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。	 

樋
口

■人口8,307（−14）　男4,034（−７）　女4,273（−７）

■世帯数3,398（−３）　■転入／ 19　■転出／ 18　■出生／３　■死亡／ 18　■婚姻／１７月１日現在（　）内は前月比

津 南 町 の 人 口

麻績　キンさん	 （97歳・中子）

小林ノリ子さん	 （74歳・上段）

小林　健三さん	 （101歳・大割野）

桑原　榮子さん	 （89歳・貝坂）

久保田セイさん	 （90歳・かりんの里）

藤木　 江さん	 （98歳・岡）

小島　　咲さん	 （95歳・芦ケ崎）

桑原　 成さん	 （87歳・船山新田）

藤ノ木キクヰさん	 （102歳・太田新田）

藤木イサホさん	 （86歳・岡）

月岡　久幸さん	 （94歳・大割野）

涌井　キシさん	 （87歳・割野）

藤ノ木ミヨ子さん	 	（99歳・堂平）

中澤　順一さん	 （66歳・中深見）

内山　澄與さん	 （95歳・谷内）

船場　八重さん	 （93歳・大割野）

斎藤　晄
こう

南
な

（船山） 貴志さん
 杏澪さん

小林　依
い

央
お

（割野） 義明さん
 明日香さん

小林　和
わ

來
く

（船山） 隼也さん
 早紀さん

小林　颯
はや

人
と

（羽倉） 慎吾さん
 風花さん

私
が
さ
ま
ざ
ま
な

 

こ
と
を
お
伝
え
し
て

　
　
　

い
き
ま
す
！

　大変、暑い夏となっています。これから本格的な台風シーズン、心配ごと
は絶えませんが、この暑さに負けないで乗り切ってまいりましょう！
　先日、町議会で臨時の会議を開いていただき、ニュー・グリーンピア津南
施設の民間譲渡先選定の優先交渉権を付与したことをご説明しました。
　平成17年に国から施設を購入して以来、町が所有し、観光誘客の拠点と
して活用してきました。建設後40年が経過し、老朽化が進むなか、町所有の
責任としてできる限りの修繕を行ってきましたが、古くなった施設の大規
模修繕ができないまま、現在に至っています。今年9月末に賃貸借契約の期
限を迎えるにあたり、町の自然や文化を大切にしながら、活性化につながる
活用を行うため、当施設を民間に譲渡することで、再生を図ることとしたい
と考えております。
　民間譲渡先選定にあたり、私たち町民生活が守られ、町の未来の発展のた
めに、慎重かつ公平な選定評価を行いました。このたび、株式会社イントラ
ンスに優先交渉権を付与し、交渉を行っていくこととしました。イントラン
スは、インターコンチネンタルホテルズグループ（IHG）とブランドホテル
の出店を協議しており、この公表についても承諾を得ております。町として
は、イントランスとIHGと話をし、国内での活躍実績も確認することで、責
任ある仕事をしてきた事業者であると判断しました。早いうちに、町民の皆
さまにもご説明します。
　本件は、大きなリゾート経営（事業）や譲渡移行（プロセス）について、相当
な専門的知識と経験が必要とされる案件で、さまざまな専門家のお力もお
借りしながら進めていかなければならないと考えています。

〜〜２２
つつ

７７
なな

００
んん

ちゃんねる〜ちゃんねる〜

町長町長のの部屋部屋

津南町長　桑原　悠

半戸　良平さん（朴木沢）
笹原　涼子さん（上越市北方）｝

津南町指定暑熱避難施設
（クーリングシェルター） について

　県内に熱中症特別警戒アラートが発表された場合に、熱中症
予防として冷房設備のある下記指定施設を無料で開放します。
　開放時間はおおむね営業時間内ですが、詳細は町ホームペー
ジをご確認いただくか、福祉保健課または各施設へお問い合わせください。

施設名称 所在地 連絡先

津南町役場（１階ロビー） 津南町大字下船渡戊 585 番地 025-765-3111

津南町公民館（図書室） 津南町大字下船渡丁 2806 番地 3 025-765-3134

まちなかオープンスペースだんだん 津南町大字下船渡丁 4455 番地 3 080-3534-1296

クアハウス津南（ラウンジ） 津南町大字芦ヶ崎乙 203 番地 025-765-3711

宮野原郵便局 津南町大字宮野原 10-2 025-766-2100

大割野郵便局 津南町大字下船渡戊 460-1 025-765-2070

秋成郵便局 津南町大字中深見甲 5650-3 025-765-2952

芦ヶ崎郵便局 津南町大字谷内 2090-13 025-765-2950

外丸郵便局 津南町大字外丸丙 1084-2 025-765-2953

下船渡郵便局 津南町大字下船渡甲 3959-2 025-765-2956

令
和
７
年
６
月
１
日
現
在

戸 籍 の 窓


